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医
療
法
人
財
団
松
圓
会 

 
 

 

理
事
長 

小
田 

清
一 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 今

年
は
戌
年
、
正
確
に
は
戊
戌
（
つ
ち
の
え
い

ぬ
）の
年
と
な
り
ま
す
。イ
ヌ
を
意
味
す
る
漢
字

は
色
々
と
あ
り
、
日
本
で
は
犬
が
普
通
で
す
が
、

中
国
で
は
狗
が
普
通
で
、犬
と
い
う
字
は
ほ
か
の

字
と
組
み
合
わ
せ
て
使
う
よ
う
で
す
。
日
常
使

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
獒
は
猟
犬
、
狛
は
羊

飼
い
の
犬
と
い
う
意
味
の
よ
う
で
す
。戌
は
も
と

も
と
動
物
の
イ
ヌ
の
意
味
は
無
く
、
も
っ
ぱ
ら

十
二
支
の
戌
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
よ
う
で

す
。 犬

は
オ
オ
カ
ミ
を
人
が
改
良
し
た
も
の
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
確
か
に
愛
玩
犬
を
は
じ

め
と
し
て
狩
猟
犬
、
番
犬
、
軍
用
犬
、
警
察
犬
、

救
助
犬
、そ
の
他
労
役
用
と
様
々
な
目
的
に
使

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
割
に
は
犬
死
、
犬
侍
、

犬
の
遠
吠
え
な
ど
日
本
語
で
は
余
り
良
い
意

味
の
使
わ
れ
方
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

ペ
ッ
ト
愛
好
家
に
は
イ
ヌ
派
と
ネ
コ
派
が
い
る

よ
う
で
す
が
、
写
真
集
を
初
め
、
最
近
は
ネ
コ
の

方
が
優
勢
の
よ
う
で
す
。
一
方
、
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ

ピ
ー
で
は
圧
倒
的
に
イ
ヌ
の
方
が
優
勢
で
す
。

人
な
つ
こ
く
、
指
示
を
守
る
イ
ヌ
と
比
べ
て
、
他

人
に
な
つ
か
ず
、
扱
い
の
難
し
い
ネ
コ
は
、
向
い
て

い
な
い
よ
う
で
す
。 

年
頭
の
ご
挨
拶 

 

二
〇
一
八
年 

さ
て
本
年
は
、
年
明
け
早
々
、
本
院
の
一
部

に
療
養
病
棟
を
導
入
し
ま
し
た
。
本
院
の
療
養

病
棟
で
は
一
般
病
棟
と
同
レ
ベ
ル
の
リ
ハ
ビ
リ
治

療
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
早
期
の
在
宅
復

帰
を
目
指
し
、
昨
年
よ
り
再
開
し
た
訪
問
看
護

と
合
わ
せ
て
在
宅
医
療
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
透
析
の

導
入
、
通
院
に
よ
る
維
持
透
析
、
通
院
困
難
な

患
者
さ
ん
を
支
え
る
入
院
透
析
か
ら
在
宅
ケ

ア
ま
で
生
涯
を
通
じ
た
質
の
高
い
透
析
医
療
を

提
供
し
、
療
養
中
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
改
善
、
更
な
る
生

命
予
後
の
改
善
に
努
め
て
行
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
７
月
に
は
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
新
松

戸
の
移
転
新
築
を
行
い
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配

慮
し
た
透
析
施
設
、
完
全
個
室
の
整
備
な
ど
治

療
環
境
の
改
善
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。 

４
月
に
は
診
療
報
酬
の
改
定
も
あ
り
、
厳
し

い
経
営
環
境
は
続
き
ま
す
が
、
引
き
続
き
患
者

フ
ァ
ー
ス
ト
の
精
神
で
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
本
年
も
職
員
一
同
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。  
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本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
持
つ
底
力
と
い
う
べ
き
も
の
で

し
ょ
う
。 

   

さ
て
、
総
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
人
口
の

割
合
を
高
齢
化
率
と
い
い
ま
す
が
、
日
本
は
す

で
に
27
％
を
超
え
て
お
り
、
超
高
齢
社
会
を

迎
え
て
い
ま
す
。
少
数
の
若
者
が
多
数
の
老
人

を
養
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ

り
、
日
本
全
体
で
こ
の
大
き
な
社
会
の
変
動
を

乗
り
切
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に
来

て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

当
院
に
お
き
ま
し
て
も
超
高
齢
社
会
に
対

応
す
る
た
め
に
、
今
ま
で
の
急
性
期
一
般
病
棟

に
新
た
に
療
養
型
病
棟
を
加
え
、ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス

病
院
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う

す
る
こ
と
で
、
自
宅
か
ら
外
来
透
析
に
通
院
す

る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
患
者
様
に
長
期
間
入

院
し
て
い
た
だ
き
、
通
院
可
能
と
な
れ
ば
ご
自

宅
に
戻
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
現
在
透
析
中
の
患
者
様
も
、
新
し

く
透
析
を
開
始
さ
れ
る
患
者
様
も
、
一
生
涯

当
院
で
責
任
を
持
っ
て
治
療
さ
せ
て
い
た
だ
く

べ
く
、
わ
た
く
し
た
ち
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
の

職
員
一
同
、
協
の
精
神
で
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
所
存
で
す
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。  

 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院 

副
院
長 
内
野 

敬 

 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

平
成
も
今
年
で
30
年
と
な
り
ま
す
。平
成
と

い
う
言
葉
に
は
「 

国
の
内
外
、
天
地
と
も
平
和

が
達
成
さ
れ
る
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
る
そ
う
で
す
が
、
平
成
バ
ブ
ル
と
バ
ブ
ル
崩
壊

と
い
う
言
葉
も
あ
る
よ
う
に
、
お
祭
り
騒
ぎ
と 

そ
の
後
の
混
乱
か
ら
始
ま
り
、
平
成
７
年
の 

阪
神
淡
路
大
震
災
、
平
成
23
年
の
東
日
本
大

震
災
の
二
度
の
大
震
災
と
、
平
成
16
年
の
新

潟
・
中
越
地
震
と
平
成
28
年
の
熊
本
地
震
の

二
度
の
震
度
７
を
超
え
る
大
地
震
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。 

そ
の
な
か
で
も
日
本
人
の
性
格
を
よ
く
表
し

て
い
る
と
感
じ
る
の
は
、
お
調
子
の
り
で
、
騙
さ

れ
や
す
い
け
れ
ど
も
、
危
難
の
時
に
は
団
結
し

て
耐
え
抜
く
と
い
う
姿
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

多
く
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
日
本
は
力
強
く

立
ち
直
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
日

＜東葛クリニックグループの理念＞ 

其 接 也 以 恕 （その接
せっ

するや恕
じ ょ

をもってし） 

其 治 也 以 協 （その治
ち

するや協
きょう

をもってす） 
  

 私たちは、相手の立場に立った思いやりの心である恕の精神で人に接し、専門性

を超えたコミュニケーションを尊重する協の精神でチーム医療を推進し、これがもた

らす最適医療の成果を患者さんに提供することを誓います。 
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【 

は
じ
め
に
】 

 

日
本
全
国
に
「 

寝
た
き
り
の
人
」
は
、
約
１
７

０
万
人
い
ま
す
。
そ
の
原
因
の
第
一
位
は
脳
卒

中
で
、
こ
れ
は
動
脈
硬
化
に
よ
り
発
症
し
ま
す
。

高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
は
、
こ
の
動
脈
硬
化
を

促
進
す
る
危
険
因
子
で
す
。
今
回
は
こ
の
病
態

と
改
善
方
法
の
話
で
す
。 

 

【 

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
役
割
と 

そ
の
動
態
、
代
謝
】 

 

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
体
の
各
細
胞
の
細
胞
膜
を

構
成
す
る
成
分
で
、
人
体
の
生
命
維
持
の
要
の

物
質
で
す
。
ま
た
ス
テ
ロ
イ
ド
や
性
ホ
ル
モ
ン
を

合
成
す
る
原
料
で
す
。
体
内
に
約
１
０
０
～
１

５
０
ｇ
あ
り
、特
に
脳
、肝
臓
、脂
肪
組
織
、副
腎

な
ど
に
多
く
分
布
し
て
い
ま
す
。
体
外
への
排
出

は
胆
汁
酸
と
し
て
、
胆
嚢
か
ら
便
中
に
排
出
さ

れ
ま
す
。
一
日
の
必
要
量
は
約
１
．
５
ｇ
～
２
．
０

ｇ
で
、
こ
の
内
約
70
％
が
体
内
（
肝
臓
等
）で
合

成
さ
れ
、
約
30
％
が
食
べ
物
か
ら
摂
取
さ
れ
ま

す
。 

【 

血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と 善

玉
、
悪
玉
】 

 

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
脂
肪
で
す
か
ら
、
そ
の
ま
ま

で
は
水
に
溶
け
な
い
の
で
、
そ
の
周
囲
を
水
に
溶

け
る
リ
ポ
蛋
白
に
取
り
囲
ま
れ
て
、
血
液
中
に

溶
け
て
い
ま
す
。
血
液
中
に
は
、
図
１
に
示
す
様

に
、
血
管
壁
に
沈
着
し
て
動
脈
硬
化
を
引
き
起

こ
す
悪
玉
の
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（以
下
Ｌ
Ｄ

Ｌ
）と
、
血
管
壁
か
ら
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
は
が
し

て
肝
臓
に
貯
蓄
さ
れ
る
善
玉
の
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
（
以
下
Ｈ
Ｄ
Ｌ
）と
が
あ
り
ま
す
。総
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
、
中
性
脂
肪
の
関
連

は
、
通
常
は
図
１
の
数
式
の
通
り
で
す
。
Ｈ
Ｄ
Ｌ

は
低
い
の
が
異
常
、
他
は
高
い
の
が
異
常
で
、
後

述
す
る
正
常
範
囲
を
超
え
る
と
、
脂
質
異
常

症
と
言
い
ま
す
。 

 
特
集 

高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
の
病
態
と
改
善
方
法 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
み
ら
い 

院
長 

川
越
康
博 

ＬＤＬ（悪玉）： 

ｺﾚｽﾃﾛｰﾙを肝臓から血管の

壁に運び、酸化して沈着する 

ＨＤＬ（善玉）： 

ｺﾚｽﾃﾛｰﾙを血管の

壁からはがして、肝

臓に戻す 

ＬＤＬコレ＝総コレ－ＨＤＬコレ－中性脂肪×0.2 

※コレはコレステロールの略 

図１．悪玉・善玉コレステロールと脂質の関係 

   （文献２より引用改変） 
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【 
動
脈
硬
化
の
危
険
因
子
と
病
態
】 

（1）
危
険
因
子 

動
脈
硬
化
を
早
く
進
め
る
原
因
を
危
険

因
子
と
言
い
ま
す
。そ
れ
は
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
血
症
、
高
Ｌ
Ｄ
Ｌ
、
低
Ｈ
Ｄ
Ｌ
、
高
中
性
脂

肪
血
症
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
メ
タ
ボ
、
肥

満
、
喫
煙
、
痛
風
、
年
齢
等
で
す
。 

（2）
動
脈
硬
化
の
病
態
と
進
展 

動
脈
の
壁
は
四
層
構
造
で
、
内
皮
、
内
膜
、

中
膜
、外
膜
よ
り
な
り
ま
す
。危
険
因
子
が

多
く
、
か
つ
何
年
も
持
続
す
る
と
、
白
血
球

の
単
球
が
内
皮
を
通
っ
て
内
膜
に
侵
入
し
、

マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
が 

Ｌ
Ｄ
Ｌ
を
取
り
込
み
成
長
し
、プ
ラ
ー
ク
（ア

テ
ロ
ー
ム
変
性
）と
な
り
ま
す
。プ
ラ
ー
ク
が

成
長
す
る
と
動
脈
内
腔
が
狭
く
な
り 

（
狭
窄
）
、
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な
り
ま
す
。

プ
ラ
ー
ク
が
更
に
大
き
く
な
る
と
内
皮
が

破
れ
、
血
栓
が
出
来
て
内
腔
が
詰
り
ま
す

（
閉
塞
）。
す
る
と
そ
の
先
に
は
血
液
が
流

れ
ず
（
梗
塞
）
、
細
胞
が
障
害
（壊
死
）さ
れ

ま
す
。
こ
う
な
る
と
血
管
壁
が
弱
く
（脆

弱
）
な
り
、
出
血
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

こ
の
狭
窄
、
閉
塞
、
出
血
し
易
さ
が
動
脈
硬

化
の
主
病
態
で
す
。脳
の
動
脈
の
閉
塞
だ
と

脳
梗
塞
で
出
血
は
脳
出
血
、
心
臓
の
動
脈

の
狭
窄
が
狭
心
症
、
閉
塞
が
心
筋
梗
塞
な

の
で
す
。 

 

【 

高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
の
原
因
】 

 

原
因
に
は
、遺
伝
性
（家
族
性
）、慢
性
的
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
の
摂
り
す
ぎ
、食
べ
過
ぎ
、
肥
満
、
メ

タ
ボ
、
運
動
不
足
等
が
あ
り
ま
す
。 

       
【 
脂
質
異
常
症
の
リ
ス
ク
群
別
の 

管
理
（治
療
）目
標
】 

 

脂
質
そ
れ
ぞ
れ
の
正
常
値
は
、
中
性
脂
肪
は

１
５
０
ｍ
ｇ
／
ｄ
Ｌ
以
下
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
は
４
０
ｍ
ｇ
／ 

ｄ
Ｌ
以
上
で
、
管
理
目
標
も
同
様
で
す
。 

 

一
方
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
の
正
常
値
は
一
般
的
に
は
１
４

０
ｍ
ｇ
／
ｄ
Ｌ
以
下
で
す
が
、
日
本
動
脈
硬
化

学
会
（２
０
１
７
年
）推
奨
の
管
理
目
標
は
、
次

の
と
お
り
で
す
（文
献
１
参
照
）。 

①
既
に
狭
心
症
・心
筋
梗
塞
の
人
は
１
０
０ 

ｍ
ｇ
／
ｄ
Ｌ
以
下
。 

②
糖
尿
病
・脳
梗
塞
・慢
性
腎
臓
病
・末
梢
性

動
脈
疾
患
の
人
は
１
２
０
ｍ
ｇ
／
ｄ
Ｌ
以
下
。 

性別 年齢 判定因子の個数 分類 

男性  

40～59歳  

0個 低リスク 

1個 中リスク 

2個以上 高リスク 

60～74歳  

0個 中リスク 

1個 高リスク 

2個以上 高リスク 

表１．性別・年齢・判定因子の個数によるリスク度判定表（文献１参照） 

性別 年齢 判定因子の個数 分類 

女性  

40～59歳  

0個 低リスク 

1個 低リスク 

2個以上 中リスク 

60～74歳  

0個 中リスク 

1個 中リスク 

2個以上 高リスク 
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③
リ
ス
ク
度
判
別
用
の
判
定
因
子
の
数
を
数

え
て
低
、
中
、
高
リ
ス
ク
を
判
定
し
ま
す
。
判

定
因
子
は
高
血
圧
、
耐
糖
能
異
常
、
喫
煙
、

低
Ｈ
Ｄ
Ｌ
、
早
期
冠
疾
患
の
家
族
歴
で
す
。
こ

の
因
子
の
個
数
と
、
性
別
・年
齢
に
よ
り
、
表

１
の
様
に
判
別
し
ま
す
。
そ
し
て
低
リ
ス
ク
は

１
６
０
ｍ
ｇ
／
ｄ
Ｌ
以
下
、
中
リ
ス
ク
は
１
４
０

ｍ
ｇ
／
ｄ
Ｌ
以
下
、
高
リ
ス
ク
は
１
２
０
ｍ
ｇ
／

ｄ
Ｌ
以
下
が
管
理
目
標
に
な
り
ま
す
。 

④
７
５
才
以
上
は
、
目
標
よ
り
緩
い
基
準
で
良

い
で
す
。 

 

【 

高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
の
改
善
】 

 

食
事
療
法
と
運
動
療
法
の
両
者
を
行
う
こ

と
が
、
効
果
的
で
重
要
で
す
。 

（1）
食
事
療
法 

ま
ず
は
炭
水
化
物
、
タ
ン
パ
ク
質
、
脂
肪
、
野

菜
、
果
物
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
、
腹
八
分
に
食
べ

る
こ
と
で
す
。
次
に
図
２
に
示
す
①
～
③
の

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
重
要
で
す
。 

①
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
多
い
食
品
摂
取
を
減

ら
す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
多
い
食
品
に
つ
い
て

は
図
３
に
示
し
ま
す
が
、
玉
子
（
特
に
黄

身
）
、
玉
子
か
ら
出
来
る
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
ケ
ー

キ
、
カ
ス
テ
ラ
等
や
、
魚
卵
（タ
ラ
コ
、
数
の
子

等
）
や
、
レ
バ
ー
、
ラ
ー
ド
、
牛
肉
、
豚
肉
、
鶏

肉
の
脂
肪
分
で
す
。 

コレステロールが

取り込まれ過ぎな

いようにする 

コレステロールが 

作られ過ぎ 

ないようにする 

コレステロールが 

排せつされやすい 

ようにする  

図２．食事療法の作用点と食品摂取方法 

 

カロリーを適正

にとる。特に動

物性の脂肪を

とり過ぎない。 

 

コレステロールの

多い食品を減らす 

 食物繊維を多く含む食品を多くとる 
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②
食
物
繊
維
の
多
い
食
品
を
多
く
食
べ
ま

す
。そ
の
食
品
は
、野
菜
（に
ん
じ
ん
、ほ
う
れ

ん
草
、レ
タ
ス
、キ
ャ
ベ
ツ
等
）、海
藻
（ひ
じ
き
、

わ
か
め
、
メ
カ
ブ
等
）、
キ
ノ
コ
類
（し
い
た
け
、

な
め
こ
等
）、
豆
類
（大
豆
、
豆
腐
、
ピ
ー
ナ
ッ

ツ
、
ア
ー
モ
ン
ド
等
）で
す
。 

③
体
内
で
の
過
剰
生
産
を
防
ぐ
に
は
摂
取

カ
ロ
リ
ー
の
適
正
化
が
必
要
で
、
簡
単
に
は

肥
満
の
防
止
で
す
。ま
ず
食
事
は
腹
八
分
に

し
、
脂
っ
こ
い
物
を
減
ら
し
ま
す
。
天
ぷ
ら
や

フ
ラ
イ
類
よ
り
、
煮
も
の
焼
き
も
の
を
選
び

ま
す
。次
に
間
食
を
し
な
い
。お
や
つ
に
お
菓

子
を
食
べ
な
い
。
甘
い
物
や
、
ス
ナ
ッ
ク
食
品

は
カ
ロ
リ
ー
が
高
い
の
で
す
。 

    （2）
運
動
療
法 

 

Ｌ
Ｄ
Ｌ
を
下
げ
Ｈ
Ｄ
Ｌ
を
上
げ
る
に
は
有

酸
素
運
動
で
す
。 

 

有
酸
素
運
動
と
は
、
心
臓
・肺
に
無
理
な

く
、
酸
素
（血
液
）が
運
動
し
て
い
る
筋
肉
に

供
給
さ
れ
る
軽
い
運
動
で
す
。
軽
く
汗
ば
む

程
度
の
運
動
で
、
散
歩
、
体
操
、
エ
ア
ロ
ビ
ダ
ン

ス
、
社
交
ダ
ン
ス
、
、
軽
い
水
泳
、
ゴ
ル
フ
、
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
、
軽
い
テ
ニ
ス
等
で
す
。
こ
れ
を
一

回
に
20
分
以
上
続
け
、
30
～
60
分
間
の
運

動
を
、
週
３
回
以
上
が
有
効
で
す
。 

   

   

注
意
点
と
し
て
、
冬
期
は
寒
い
朝
の
運
動

は
避
け
、
日
中
の
暖
か
い
時
に
運
動
す
る
と

良
い
で
す
。
ま
た
中
高
年
は
、
転
倒
予
防
が

重
要
で
す
。
滑
り
に
く
い
運
動
靴
を
は
い
て

運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。 

      【 

参
考
文
献
】 

１
．動
脈
硬
化
性
疾
患
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
，日

本
動
脈
硬
化
学
会
，
２
０
１
７
年 

２
．
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
を
ぐ
ん
ぐ
ん
減

ら
す
大
百
科
，
主
婦
の
友
社
，
２
０
０
６
年 

３
．
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
シ
リ
ー

ズ
），橋
本
通
監
修
，高
橋
書
店
，１
９
９
８
年  

図３．コレステロールの多い食品（主な食品とコレステロール含有量）（文献３より引用改変） 

100g中 300mg以上 100g中150～300mg 100g中 50～100mg 

卵黄 ｳﾅｷﾞ 

牛肉 

豚肉 

鶏肉 

ﾗｰﾄﾞ 

ﾌﾟﾛｾｽ

ﾁｰｽﾞ 

ﾊﾞﾀｰ 

ｶｽﾞﾉｺ ﾏﾖﾈｰｽﾞ 

ﾀﾗｺ 

ﾊﾑ 

ｳﾆ 

ｽｼﾞｺ 

白子 

ﾚﾊﾞｰ 
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季節のレシピ 
 

悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い
方
は
、

食
事
に
食
物
繊
維
の
多
い
食
品
を
と

り
入
れ
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
吸
収
を
抑

え
る
事
が
重
要
で
す
。 

 
今
回
は
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
マ
ン
ナ
ン
、
イ
ヌ

リ
ン
と
い
う
水
溶
性
食
物
繊
維
を
多

く
含
む
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
と
ゴ
ボ
ウ
を
使
っ

た
料
理
で
す
。    

 

牛
肉
・コ
ン
ニ
ャ
ク
・ 

 
 

 
 

 
 

 

ゴ
ボ
ウ
の
炒
め
物    

＜1人分の栄養成分＞ 

エネルギー   378kcal 

たんぱく質   10.8g 

脂質     25.7ｇ 

塩分相当量  2.0g 

カリウム        521mg 

リン             149mg 

食物繊維  5.8ｇ 

（栄
養
部 

 
 

管
理
栄
養
士
・小
川
晴
久
） 

 
<

作
り
方> 

① 

コ
ン
ニ
ャ
ク
・ニ
ン
ジ
ン
は
短
冊
に
切
り
、 

ゴ
ボ
ウ
は
さ
さ
が
き
に
す
る
。
牛
肉
は

食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
る
。 

② 

フ
ラ
イ
パ
ン
に
料
理
油
を
引
き
、
牛
肉

を
入
れ
、
色
が
変
わ
る
ま
で
炒
め
る
。 

③ 

次
に
コ
ン
ニ
ャ
ク
・ゴ
ボ
ウ
・ニ
ン
ジ
ン
を 

炒
め
、
調
味
料(

Ａ)

を
加
え
る
。 

④ 

③
に
醤
油
・だ
し
汁
を
入
れ
、
水
気
が

な
く
な
る
ま
で
煮
詰
め
る
。 

⑤ 

最
後
に
七
味
唐
辛
子
と
青
ね
ぎ
を
か

け
出
来
上
が
り
。   

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・脂
肪
の
多
い
食
品

を
食
べ
る
と
き
は
、
食
事
前
に 

コ
ン
ニ
ャ
ク
マ
ン
ナ
ン
が
入
っ
た
蒟
蒻

ゼ
リ
ー
な
ど
、
食
物
繊
維
を
摂
取

す
る
の
も
有
用
で
す
。  

 
 

<

材
料> 

 

１
人
分 

・ 

牛
肩
ロ
ー
ス 

 
 

60
ｇ 

・ 

コ
ン
ニ
ャ
ク 

 
 

80
ｇ 

・ 

ゴ
ボ
ウ 

  
 

  
 

60
ｇ 

・ 

ニ
ン
ジ
ン 

 
 

  

20
ｇ 

・ 

青
ネ
ギ 

 
 

 
   

３
ｇ 

・ 

ニ
ン
ジ
ン 

     

10
ｇ 

・ 

料
理
油 

 
 

 
 

  

３
ｇ 

・ 

青
ネ
ギ 

 
 

 
 

  

５
ｇ 

・ 

調
味
料
（Ａ
） 

 
 

 

料
理
酒 

  

４
ｇ 

 
 

 

み
り
ん 

  

８
ｇ 

 
 

 

砂
糖 

     

４
ｇ 

・ 

醤
油             

12
ｇ 

・ 

だ
し
汁 

         

50
ｇ 

・ 

七
味
唐
辛
子 

   

少
々 
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  ～中学生・高校生の職場見学～ 

ようこそ！東葛クリニック病院へ 

 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
で
は
近
隣
の
学
校
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
職
場
見
学
を
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。 

 

２
０
１
７
年
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
、松
戸
市
の
４
つ
の
中
学
校
と
我
孫
子
市
の
高
校

の
生
徒
の
皆
さ
ん
合
わ
せ
て
17
名
が
見
学
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

 
 

（総
務
部
・水
村
宏
之
） 

 将来、医師や看護師、薬剤師など、医療の現場で働いてみたいと希望を持った生徒の皆さん

が来院しました。理学療法士、作業療法士、薬剤師、診療放射線技師、臨床検査技師などが、

病院内での仕事について、お話しするとともに、様々な体験をしてもらいました。 
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は
じ
め
に 

 

 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
で
は
平
成
29
年
９
月

に
新
型
の
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
装
置
（
東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル
社

製
３
２
０
列
エ
リ
ア
デ
ィ
テ
ク
タ
ー
Ｃ
Ｔ 

A
q
u
ilio

n
 o

n
e

）
を
導
入
し
ま
し
た
。 

新
型
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
装
置
の
ご
紹
介  

新
型
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
の
特
徴 

①
撮
影
時
間
の
短
縮 

 

こ
れ
ま
で
の
Ｃ
Ｔ
装
置
は
管
球
１
回
転
で

最
大
３
２
㎜
の
撮
影
で
し
た
が
、新
型
Ｃ
Ｔ
装

置
で
は
１
６
０
㎜
と
よ
り
広
範
囲
を
撮
影
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
頭
部
や

心
臓
の
検
査
で
寝
台
を
移
動
す
る
こ
と
な

く
最
短
０
．
３
５
秒
で
の
撮
影
も
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
広
範
囲
を
短
時
間
で
撮

影
で
き
る
た
め
、
胸
部
や
腹
部
な
ど
の
撮
影

の
際
、
患
者
さ
ん
に
息
止
め
を
し
て
い
た
だ

く
時
間
が
短
く
な
り
ま
し
た
。 

②
優
れ
た
画
像
処
理 

 

新
型
Ｃ
Ｔ
装
置
で
は
低
被
ば
く
化
技
術

（Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｒ
３
Ｄ
）に
よ
り
、こ
れ
ま
で
の
Ｃ
Ｔ
装

置
と
比
べ
被
ば
く
線
量
が
低
減
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
従
来
の
Ｃ
Ｔ
装
置
で
は
体
内
に
挿

入
さ
れ
て
い
る
金
属
の
影
響
に
よ
り
、
周
辺

の
画
質
を
著
し
く
低
下
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

画
像
処
理
技
術
（Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｒ
）を
用
い
る
こ

と
に
よ
り
金
属
に
よ
る
影
響
を
お
さ
え
、
周

辺
の
画
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
写
真
２
）。 

 

こ
れ
ら
の
最
新
技
術
を
搭
載
し
た
新
型
Ｃ
Ｔ

装
置
を
用
い
て
、
当
院
で
は
様
々
な
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

 

冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
検
査 

 

 

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
診
断
に
は
造

影
剤
を
使
用
し
た
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
が
有
用
で
す
。

従
来
の
Ｃ
Ｔ
装
置
で
は
体
の
周
り
を
管
球
が
何

周
も
回
転
し
て
撮
影
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
新

型
Ｃ
Ｔ
装
置
で
は
１
回
転
で
撮
影
す
る
こ
と
も

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
の 

Ｃ
Ｔ
装
置
で
は
撮
影
が
困
難
で
あ
っ
た
不
整
脈

や
高
心
拍
の
場
合
で
も
、
精
度
の
高
い
鮮
明
な

画
像
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、被
ば
く

線
量
の
低
減
と
と
も
に
造
影
剤
の
減
量
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。 

写真１ ３２０列エリアディテクターＣＴ Ａｑｕｉｌｉｏｎ Ｏｎｅ 

写真２：人工股関節への 

画像処理の使用例 

処理前 

処理後 

管球 

寝台 
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腎
臓
容
積
測
定 

 

腎
臓
に
嚢
胞
が
で
き
、
年
齢
と
と
も
に
嚢
胞

の
数
が
増
え
て
大
き
く
な
っ
て
い
く
「 

常
染
色

体
優
性
多
発
性
嚢
胞
腎
（Ａ
Ｄ
Ｐ
Ｋ
Ｄ)

」と
呼
ば

れ
る
遺
伝
性
の
病
気
が
あ
り
ま
す
。 

 

40
歳
頃
か
ら
腎
機
能
が
低
下
し
は
じ
め
、
60

歳
ま
で
に
約
半
数
の
患
者
さ
ん
に
透
析
や
腎

移
植
が
必
要
と
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

当
院
で
は
Ａ
Ｄ
Ｐ
Ｋ
Ｄ
に
対
し
、
嚢
胞
の
増
大
を

お
さ
え
る
効
果
が
あ
る
薬
を
用
い
て
治
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

 

治
療
薬
の
適
応
や
効
果
を
判
定
す
る
た
め

に
腎
臓
の
容
積
を
測
定
し
ま
す
。
測
定
に
は
腹

部
Ｃ
Ｔ
検
査
を
行
い
、
撮
影
で
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
を
用
い
て
腎
臓
の
３
Ｄ
画
像
（
写
真
３
）を
作

成
し
、
容
積
を
評
価
し
ま
す
。 

下
肢
静
脈
瘤
検
査 

 

 

足
の
血
管
が
ボ
コ
ボ
コ
と
浮
き
出
て
い
る
、
血

管
が
目
立
つ
、
足
が
つ
る
、
む
く
む
な
ど
の
自
覚

症
状
が
あ
る
場
合
、
下
肢
の
静
脈
に
コ
ブ
（瘤
）

が
で
き
る
、
下
肢
静
脈
瘤
が
疑
わ
れ
ま
す
。 

 

診
断
の
た
め
に
、
造
影
剤
を
使
用
せ
ず
に
下

肢
全
体
の
Ｃ
Ｔ
検
査
を
し
ま
す
。
断
面
像
や
下

肢
の
３
Ｄ
画
像
（写
真
４
）で
静
脈
に
瘤
や
蛇
行

が
な
い
か
を
評
価
し
ま
す
。 

 

当
院
で
は
下
肢
静
脈
瘤
の
治
療
と
し
て
患
者

さ
ん
の
負
担
が
少
な
い
「 

血
管
内
焼
灼
（し
ょ

う
し
ゃ
く
）術
」を
行
っ
て
お
り
、Ｃ
Ｔ
画
像
は
手

術
支
援
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
解
析 

 

 

運
動
を
し
て
い
な
い
の
に
息
切
れ
が
す
る
、
風

邪
を
ひ
い
て
い
な
い
の
に
痰
が
出
る
、
咳
が
長
い

間
続
い
て
い
る
と
い
っ
た
症
状
が
あ
る
場
合
は
、 

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）が
疑
わ
れ
ま

す
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
は
タ
バ
コ
の
煙
な
ど
の
有
害
物

質
を
長
期
的
に
吸
い
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ

る
肺
の
炎
症
性
の
病
気
で
す
。 

 

お
も
な
検
査
の
１
つ
と
し
て
胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査

が
あ
り
ま
す
。
横
断
面
の
画
像
を
評
価
し
た

り
、
解
析
ソ
フ
ト
を
使
用
し
て
肺
と
肺
気
腫
の

面
積
・
体
積
を
測
定
し
て
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
評
価
を

行
い
ま
す
（写
真
５
）。 

 

 
 

     
 

  

 

こ
れ
ら
各
検
査
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
や
質

問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
主
治
医
・看
護
師
・

診
療
放
射
線
技
師
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。 

 
 （放

射
線
技
術
部 

 

診
療
放
射
線
技
師
・山
崎
慎
矢
） 

写真４:左足前側の下肢静脈瘤 

胸部ＣＴ画像 

COPD解析画像 

写真５ 

正常な腎臓のCT画像 ADPKDのCT画像 

正常な腎臓の3D画像 ADPKDの3D画像 

写真３ 
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ふれあい     通信 

ご
あ
い
さ
つ 

 

 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
八
柱
は
、
昭
和
61
年
開

設
の
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
五
香
を
引
き
継
ぐ

形
で
平
成
16
年
に
八
柱
駅
ビ
ル
内
に
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
透
析
台
数
85
台
と
大
規

模
な
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
す
が
、
消
化
器
、

循
環
器
、
呼
吸
器
を
専
門
と
す
る
医
師
が

そ
ろ
っ
て
お
り
、
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
や

近
隣
の
専
門
病
院
と
の
連
携
に
力
を
入
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
い
わ
ゆ
る
透
析
合
併
症

に
対
し
て
も
盤
石
な
体
制
を
整
え
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
、
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ

の
熟
練
し
た
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
最
新
、
最
良

の
透
析
医
療
と
生
活
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し

て
お
り
ま
す
。 

 

私
は
院
長
と
し
て
３
代
目
と
な
り
ま
す

が
、
歴
代
院
長
の
方
針
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
良
好
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
信
頼
が
で
き

確
実
、
そ
し
て
明
る
い
雰
囲
気
の
透
析
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
目
指
し
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

［略
歴
］ 

東
京
医
科
大
学 

卒
業 

東
京
医
科
大
学
、
山
王
病
院
、
山
王
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
等
を
経
て
、
東
葛

ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
の
循
環
器
外
科
部

長
。
平
成

30

年
１
月
よ
り
東
葛
ク
リ

ニ
ッ
ク
八
柱
院
長
。 

専
門
・
心
臓
血
管
外
科 

（日
本
外
科
学
会
専
門
医
・循
環
器
専
門

医
・脈
管
専
門
医
等
）  

 
 

 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
八
柱 

 
 

 

新
院
長
着
任
の
お
知
ら
せ 

 

平
成
30
年
１
月
、
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
八

柱
に
市
橋
弘
章
医
師
が
院
長
と
し
て
着

任
い
た
し
ま
し
た
。 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
八
柱 

院
長 

 

市
橋 
弘
章

い
ち
は
し 
ひ
ろ
あ
き 

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が 

変
わ
り
ま
す 

 

２
０
１
８
年
２
月
よ
り
、

全
部
門
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が

新
し
く
な
り
ま
す
。 

 

新
た
な
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で

皆

さ

ん
を

お

迎

え

し 

ま
す
！ 
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ふれあい     通信 
 

 

外
来
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
ご
報
告 

 
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
で
は
毎

年
１
回
、
外
来
患
者
さ
ん
を
対

象
に
、
施
設
や
職
員
に
関
す
る

満
足
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
２
０
１
７

年
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
３
４
９

名
の
方
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
、
い
た
だ

い
た
ご

意

見
・
ご

要

望

は 

職
員
に
周
知
し
、
改
善
す
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 <

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果> 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
下
記

の
と
お
り
で
す
。 

① 

総
合
満
足
度 

② 

職
員
の
や
さ
し
さ
・ 

言
葉
づ
か
い
・態
度 

③ 

施
設
の
清
潔
感 

① ② ③ 

 

２
０
１
７
年
度
の
東
葛
み
ら
い
健
康
カ
レ
ッ
ジ
は
、
12
月
ま
で
に

18
回
開
催
さ
れ
、
延
べ
１
７
０
人
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

２
０
１
７
年
12
月
16
日
の
講
座
の
終
了
後
に
は
、
10
回

以
上
参
加
さ
れ
た
方
に
修
了
証
と
記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。  

 

２
０
１
８
年
度
も
健
康
カ
レ
ッ
ジ
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
院
内
掲
示
な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
来
年

度
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。  

 
 

２
０
１
７
東
葛
み
ら
い
健
康
カ
レ
ッ
ジ 
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Ｑ
．
い
つ
か
ら
透
析
を
始
め
ら
れ
た
の
で
す
か  

Ａ
．平
成
17
年
10
月
、私
が
50
歳
の
時
で
す
。そ

れ
ま
で
糖
尿
病
の
治
療
を
受
け
て
い
た
病
院

か
ら
の
紹
介
で
、
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
で
透

析
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

Ｑ
．
透
析
生
活
で
何
か
気
を
つ
け
て
い
る
事
は

あ
り
ま
す
か  

Ａ
．
導
入
当
時
、
大
腸
の
病
気
を
発
症
し
、
本
院

に
は
、
何
度
も
入
院
し
ま
し
た
。
貧
血
も
あ

り
、
体
調
は
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
で
す
。
そ

の
頃
、
担
当
だ
っ
た
管
理
栄
養
士
さ
ん
の
指

導
で
、
食
事
の
日
誌
を
付
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
栄
養
教
室
に
も
2
年
間
ま
じ
め
に

参
加
し
ま
し
た
よ
。お
か
げ
様
で
、水
分
と
食

事
管
理
に
は
、
あ
る
程
度
自
信
が
あ
り
ま

す
。
で
も
、
夏
場
の
水
分
管
理
は
難
し
い
で
す

ね
。 

Ｑ
．
学
生
の
頃
の
話
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。
部
活
と

か
、
ス
ポ
ー
ツ
と
か
何
か
や
っ
て
い
ま
し
た
か  

Ａ
．
体
を
動
か
す
事
が
大
好
き
で
し
た
。出
身
が
北
海

道
十
勝
地
方
、
帯
広
市
の
近
く
な
ん
で
す
が
、
高

校
ま
で
は
、
夏
は
野
球
、
冬
は
ス
キ
ー
と
ス
ケ
ー
ト

を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
が

強
い
高
校
で
し
た
。
中
学
の
同
級
生
に
元
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
代
表
選
手
も
い
ま
す
よ
。 

  

Ｑ
．
お
仕
事
に
つ
い
て
も
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま

す
か  

Ａ
．
高
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
、
薬
の
卸
し
会
社
に
勤

め
ま
し
た
。
23
歳
の
時
に
は
、
薬
局
チ
ェ
ー
ン
の
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店
の
経
営
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の

後
、家
族
の
介
護
も
あ
り
、薬
局
を
や
め
、病
院
で

看
護
助
手
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
透
析
を
導

入
し
て
か
ら
最
近
ま
で
は
、
薬
局
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
い
ま
し
た
。 

 

Ｑ
．数
年
前
か
ら
、当
院
の
イ
ベ
ン
ト
で
、バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
を
披
露
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
が
、
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
何
で

す
か 

Ａ
．
薬
局
を
経
営
し
て
い
た
時
、
薬
剤
師
さ
ん
の
子
ど

も
を
、
お
店
で
預
か
っ
て
い
た
事
が
あ
る
ん
で
す
。

当
時
、
薬
局
に
は
、
薬
屋
さ
ん
の
お
ま
け
の
風
船

が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
を
使
っ
て
、
子
ど
も
に

色
々
作
っ
て
あ
げ
て
い
た
の
が
始
ま
り
か
な
？ 

子

ど
も
が
喜
ぶ
の
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。 

東葛クリニックみらい 

池田 薫
 いけだ   かおる

 さん （62 歳） 

透析歴 12 年  

患者さん 

インタビュー 

透析 

 このコーナーでは東葛クリニックグ

ループで透析治療を受けていらっ

しゃる方のお話をご紹介しています。 

『バルーンアートでみんな幸せ 』『バルーンアートでみんな幸せ 』    

池田さんの作品 
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Ｑ
．主
に
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
、活
動
を
し
て
い
ま

す
か 

Ａ
．週
に
数
回
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
っ
て
い
る
ん
で

す
が
、
そ
こ
に
は
「 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
池
田
」み
た

い
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ
っ
て
、
常
時
バ
ル
ー
ン
を

飾
っ
て
い
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
さ

ん
か
ら
、
孫
の
誕
生
日
用
に
何
か
作
っ
て
欲
し

い
と
、
リ
ク
エ
ス
ト
も
あ
り
ま
す
。
他
に
は
、
市

内
の
福
祉
系
の
イ
ベ
ン
ト
や
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク

病
院
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

 

Ｑ
．
風
船
で
は
、
ど
ん
な
も
の
を
作
り
ま
す
か  

Ａ
．
動
物
や
果
物
、
花
束
、
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
に
合

わ
せ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
色
々
作
り
ま
す
。

風
船
を
常
に
１
０
０
個
く
ら
い
持
ち
歩
い
て
い

ま
す
。
通
院
途
中
の
バ
ス
の
車
内
で
、
小
さ
い

子
供
や
ぐ
ず
っ
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん
が
い
た
ら
、

そ
の
場
で
バ
ル
ー
ン
を
作
っ
て
あ
げ
る
事
も
あ

り
ま
す
よ
。 

 

Ｑ
．バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
や
っ
て
い
て
、良
か
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か  

Ａ
．
子
ど
も
た
ち
が
喜
ん
で
く
れ
る
事
が
と
て
も

嬉
し
い
で
す
。
10
月
に
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院

の
イ
ベ
ン
ト
「 

秋
の
ふ
れ
あ
い
健
康
ま
つ
り
」

で
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
バ

ル
ー
ン
を
作
っ
た
ん
で
す
。
玄
関
に
ブ
ー
ス
を

作
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
、
子
供
た
ち
が
集
ま
っ
て

来
て
、
次
々
と
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
少
し

疲
れ
た
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

 
 

そ
れ
か
ら
、
数
年
前
に
手
の
指
の
痛
み
が
出

て
、
握
力
も
弱
く
な
り
、
手
術
し
か
な
い
と
診

断
さ
れ
た
の
で
す
が
、リ
ハ
ビ
リ
と
思
い
、バ
ル
ー

ン
作
り
を
続
け
て
い
た
ら
、
握
力
は
変
わ
ら
な

い
け
ど
、
痛
み
は
無
く
な
り
ま
し
た
。 

 

Ｑ
．
こ
れ
か
ら
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
事
を
、

教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か  

Ａ
．病
院
の
職
員
で
、バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
に
興
味
の
あ

る
人
が
い
れ
ば
、教
え
て
あ
げ
た
い
で
す
。病
院

の
イ
ベ
ン
ト
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
で
活
躍
し
て

も
ら
い
た
い
で
す
ね
。 

 
 

 Ｑ
．
最
後
に
、
東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
に
つ
い

て
、
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い  

Ａ
．
私
の
視
力
の
せ
い
も
あ
る
け
ど
、
職
員
の
名
札
の

字
が
小
さ
く
て
見
え
な
い
ん
で
す
。
顔
は
分
か
っ

て
い
る
ん
だ
け
ど
、
名
前
が
わ
か
ら
な
い
で
す
。 

 
 

東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
み
ら
い
で
は
、
個
室
で
快
適
な
透

析
を
受
け
て
い
ま
す
。
時
々
、
他
の
患
者
さ
ん
の

顔
が
見
ら
れ
な
い
寂
し
さ
も
あ
り
ま
す
け
ど
。 

        

 

〈 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
よ
り
〉 

 
 

子
ど
も
が
好
き
で
、
み
ん
な
が
喜
ぶ
事
が
大
好
き

な
、
笑
顔
の
優
し
い
池
田
さ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
沢
山
の
バ
ル
ー
ン
で
、
多
く
の
幸
せ
を
作
っ
て
く

だ
さ
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  
 

（東
葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
病
院
・総
務
部 

水
村
宏
之
） 

作品と池田さん 
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外
来

診
療

予
約

電
話

 
Ｔ

Ｅ
Ｌ
 
０

１
２

０
－

１
１

３
－

７
５

１
(
受

付
時

間
8
：
3
0
～

1
7
：
0
0
)
 

※
 
当

院
は

予
約

制
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。
診

察
券

を
お

持
ち

の
方

は
お

手
元

に
ご

用
意

の
上

、
お

電
話

下
さ

い
。
 

※
 
但

し
、
急

患
、
新

患
の

方
は

こ
の

限
り

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。
  

[
受

付
時

間
]
 
午

前
 

８
：
３

０
～

１
２

：
０

０
 
 

午
後

 
１

３
：
３

０
～

１
６

：
３

０
 

[
診

療
時

間
]
 
午

前
 

９
：
０

０
～

 
 
 
 

 
 
 

 午
後

 
１

４
：
０

０
～

 

 
※

 
日

曜
・
祝

日
は

休
診

で
す

。
諸

事
情

に
よ

り
担

当
医

が
変

更
に

な
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。
 

 
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

備
考

 

糖
尿

病
外

来
 

午
前

 
○

 
○

 
 

○
 

 
 

 
午

後
 

 
 

 
○

 
 

 

ア
ク

セ
ス

外
来

 
午

前
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 

腎
炎

外
来

 
午

後
 

 
 

 
 

○
 

 
第

1、
第

3の
み

 

乳
腺

外
来

 
午

前
 

 
○

 
 

 
 

 
 

ペ
イ

ン
ク

リ
ニ

ッ
ク

 
午

後
 

 
 

○
 

 
 

 
 

ス
ト

ー
マ

外
来

 
午

後
 

 
 

 
○

 
 

 
木

曜
日

 
第

2、
第

4の
み

 

腎
不

全
外

来
 

午
前

 
 

○
 

 
 

○
 

 
 

創
傷

ケ
ア

 
午

後
 

 
 

 
 

○
 

 
診

療
時

間
 

13
：3

0
～

 

フ
ッ
ト

ケ
ア

外
来

  
午

前
 

 
 

 
○

 
 

○
 

9
：0

0
～

11
：0

0
 

14
：0

0
～

16
：0

0
 

第
2土

曜
日

、
第

4木
曜

日
の

み
 

午
後

 
 

 
 

○
 

 
○

 

褥
瘡

外
来

 
午

後
 

 
○

 
 

 
 

 
診

療
時

間
 

15
：3

0
～

1
6
：3

0
 

胃
内

視
鏡

 
午

前
 

 
○

 
○

 
○

 
○

 
○

 
水

曜
日

 
第

1、
3
、

5
の

み
 

土
曜

日
 

第
3
の

み
 

大
腸

内
視

鏡
 

午
後

 
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

水
曜

日
 

第
1、

3
、

5
の

み
 

土
曜

日
 

第
1、

3
の

み
 

東
葛

ク
リ
ニ

ッ
ク

病
院

 
外

来
診

療
の

ご
案

内
 

 
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

備
考

 

内
科

  
午

前
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

 
午

後
 

○
 

○
 

 
 

○
 

 

外
科

 
午

前
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

土
曜

 
第

2・
第

4の
み

 

腎
臓

内
科

  
 

午
前

 
○

 
○

 
○

 
○

 
 

○
 

土
曜

・午
後

 
第

2、
第

4
の

み
 

午
後

 
○

 
 

 
 

 
○

 

呼
吸

器
内

科
 

午
前

 
○

 
 

 
 

○
 

 
  
 

午
後

 
 

○
 

 
 

 
 

循
環

器
内

科
  

午
前

 
 

 
 

○
 

 
 

木
曜

・午
前

 
診

療
9：

3
0～

  
午

後
 

○
 

○
 

 
 

 
 

消
化

器
外

科
 

午
前

 
○

 
 

 
○

 
○

 
 

 

泌
尿

器
科

  
午

前
 

○
 

 
○

 
○

 
 

 
月

曜
 

第
1、

第
3、

第
5
の

み
 

土
曜

・午
後

 
第

1、
第

3、
第

5
の

み
 

月
・火

・木
曜

の
午

後
は

検
査

の
み

 
午

後
 

○
 

○
 

 
○

 
 

○
 

整
形

外
科

  
午

前
 

 
 

○
 

 
 

○
 

土
曜

・午
前

 
第

2，
第

4
の

み
  

午
後

 
 

 
○

 
 

 
○

 

呼
吸

器
外

科
 

午
後

 
 

 
 

 
 

○
 

診
療

時
間

 
14

：3
0～

1
6：

00
 

血
管

外
科

(循
環

器
外

科
) 

午
後

 
 

 
○

 
○

 
 

 
水

曜
日

 
第

2、
4
の

み
 

東
葛

ク
リ
ニ

ッ
ク

み
ら

い
 

外
来

診
療

の
ご

案
内

 
[
受

付
時

間
]
 
午

前
 
８

：
３

０
～

１
１

：
３

０
 
 
 午

後
 

１
４

：
０

０
～

１
６

：
３

０
 

[
診

療
時

間
]
 
午

前
 
９

：
０

０
～

１
２

：
０

０
 
 
 午

後
 

１
４

：
３

０
～

１
７

：
０

０
 

東
葛

ク
リ

ニ
ッ

ク
み

ら
い

電
話

 
Ｔ

Ｅ
Ｌ
 

０
４

７
―

３
６

６
―

６
１

５
０

 
 

※
1
 
心

療
内

科
は

完
全

予
約

制
で

す
。
 
 
※

 
お

薬
は

院
外

処
方

と
な

っ
て

お
り

ま
す

。
 

 
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

備
考

 

内
科

・
循

環
器

内
科

  
午

前
 

○
 

○
 

 
○

 
○

 
 

 

午
後

 
○

 
○

 
 

○
 

○
 

 

内
科

・
呼

吸
器

内
科

 
午

前
 

 
 

○
 

 
 

 
 

腎
臓

内
科

 
午

前
 

 
 

○
 

○
 

 
 

水
曜

日
 第

2・
4週

の
み

 

木
曜

日
 第

1・
3・

5週
の

み
 

 
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

備
考

 

糖
尿

病
外

来
  

午
前

 
 

 
 

○
 

 
 

午
後

 
診

療
時

間
 

14
：
00

～
 

 
 

 
（受

付
時

間
 

13
：3

0
～

）
 

午
後

 
 

 
 

○
 

 
 

心
療

内
科

※
1
 

午
前

 
 

 
 

 
 

○
 

午
後

 
診

療
時

間
 

13
：
30

～
 

 
 

 
（受

付
時

間
 

13
：0

0
～

）
 

午
後

 
 

 
 

 
 

○
 

禁
煙

外
来

・ 

睡
眠

時
無

呼
吸

外
来

 
午

前
 

 
 

 
 

 
○

 
 


